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　彦根仏壇は、彦根を代表する地場産業の一つであり、

経済産業省の伝統的工芸品に指定されています。

　彦根市では、彦根仏壇の製造に従事し、優れた技術

を持つ皆さんを表彰しています。

　11月３日（水・祝） にひこね市文化プラザで表彰式が行わ

れました。34 回目を迎えた今年は、次の３人の皆さんが

表彰されました。

問い合わせ先　 商工課☎ 30-6119、FAX22-1398

木き　

地じ

　

上
田　

の
ぶ
ゑ
さ
ん

（
犬
方
町
）

組く
み　

立た
て　北

川　

一か
ず

已み

さ
ん

（
鳥
居
本
町
）

錦
秋
の
玄
宮
園

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

    

（
夜
間
特
別
公
開
）

　

玄
宮
園
は
、
江
戸
時
代
初
期
を
代
表

す
る
「
池ち

泉せ
ん

回か
い

遊ゆ
う

式
庭
園
」
を
現
代
に

伝
え
る
名
園
で
、
唐
（
中
国
）
の
時
代

の
玄げ

ん

宗そ
う

皇
帝
の
離
宮
に
な
ぞ
ら
え
て
い

る
も
の
で
す
。
秋
色
に
染
ま
る
夜
の
玄

宮
園
は
、

昼
と
は

ま
た
別

の
表
情

を
見
せ
、

池
に
映

る
紅
葉

は
す
ば

ら
し
い

眺
め
で

す
。

期
間　

11 

月
13 

日
㈯
�
同
30
日
㈫　

午

後
６
時
�
同
９
時
（
入
場
は
午
後
８
時

30
分 

ま
で
）

場
所　

玄
宮
園
（
金
亀
町
）

入
場
料　

大
人
５
０
０
円
、
小
・
中
学

生
２
０
０
円

※
昼
間
の
彦
根
城
・
玄
宮
園
の
観
覧
券

や
、
市
民
無
料
観
覧
券
で
は
入
場
で

き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
彦
根
観
光
協
会
☎

23-

０
０
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26 -

１

９
１
９
番

▲昨年のライトアップされた玄宮園

蒔ま
き　

絵え

　

中
川　

龍
り
ゅ
う

吉き
ち

さ
ん

（
松
原
二
丁
目
）

　

旧
彦
根
藩
松
原
下
屋
敷
庭
園
は
�
彦
根
市

民
の
大
切
な
宝
で
あ
り
�
新
た
な
観
光
資
源

と
し
て
も
期
待
さ
れ
ま
す
�
そ
こ
で
�
い
ま

だ
整
備
の
途
中
で
す
が
�
秋
の
紅
葉
シ
�
ズ

ン
に
合
わ
せ
て
特
別
公
開
し
ま
す
�

　

旧
彦
根
藩
松
原
下
屋
敷
庭
園
は
、
11
代
当

主
井
伊
直な

お

中な
か

に
よ
り
、
文
化
７
年
（
１
８
１

０
）
こ
ろ
に
、
び
わ
湖
畔
に
造
営
さ
れ
た
下

屋
敷
で
す
。

　

彦
根
藩
の
も
う
一
つ
の
下
屋
敷
で
あ
る
槻

け
や
き

御
殿
（
玄
宮
楽
々
園
）
と
は
立
地
や
趣
も
異
な

り
、
公
式
性
を
離
れ
た
井
伊
家
の
内
向
き
の

庭
園
を
主
体
と
し
た
下
屋
敷
で
し
た
。

　

松
原
下
屋
敷
の
庭
園
は
、
優
れ
た
造
営
技

術
を
駆
使
し
、
び
わ
湖
の
水
や
山
の
自
然
を

活い

か
し
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
び
わ
湖
の
水

位
と
連
動
し
て
汀て

い

線せ
ん

（
波
打
ち
ぎ
わ
）
が
変
化

す
る
汐

※

入
型
式
の
手
法
を
用
い
た
池
を
中
心

に
、
西
側
は
洲す

浜は
ま

の
広
が
る
緩
や
か
な
景
観

と
し
、
東
側
は
築つ

き

山や
ま

（
庭
に
築
い
た
小
さ
な
山
）

が
折
り
重
な
る
深
遠
な
趣
と
な
っ
て
い
ま
す
。

13
代
当
主
井
伊
直
弼
の
時
代
に
は
、「
が
け
之の

御お
ん

茶ち
ゃ

屋や

」「
南な

ん

台だ
い

之の

御お
ん

茶ち
ゃ

屋や

」「
通つ

う

天て
ん

之
御お

ん

茶ち
ゃ

屋や

」「
菊き

く

之の

御お
ん

茶ち
ゃ

屋や

」
の
４
棟
の
茶
室
も
要
所

に
設
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
現
存
し

て
い
ま
せ
ん
。

　

明
治
４
年
の
廃
藩
置
県
後
、
彦
根
に
お
け

る
井
伊
家
の
居
宅
は
こ
の
屋
敷
が
用
い
ら
れ
、

明
治
22
年
に
は
玄
関
棟
や
大
広
間
が
増
設
さ

れ
ま
し
た
。
庭
園
に
つ
い
て
は
、昭
和
57
年
度

に
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
（
現
在
の
奈
良
文

化
財
研
究
所
）
に
よ
り
調
査
が
実
施
さ
れ
、
彦

根
市
教
育
委
員
会
で
も
平
成
12
年
度
に
庭
園

や
歴
史
的
建
造
物
の
調
査
、
植
生
調
査
、
そ

し
て
測
量
調
査
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら

の
調
査
に

よ
り
、
松

原
下
屋
敷

の
庭
園
が

玄
宮
楽
々

園
と
は
様

相
の
異
な

る
大
名
庭

園
で
あ
り
、

近
世
の
大

名
文
化
を

理
解
す
る

う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
文
化

財
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
12
年
度
に
は
彦
根
市
指
定

文
化
財
（
名
勝
）
に
指
定
し
、
さ
ら
に
翌
平

成
13
年
度
に
は
国
の
名
勝
指
定
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
14
年
度
か
ら
は
彦
根
市
が

管
理
団
体
と
な
り
、
庭
園
の
維
持
管
理
を
図

る
と
と
も
に
、
庭
園
の
公
有
化
に
努
め
て
い

ま
す
。
今
後
、
公
有
化
に
め
ど
が
立
っ
た
段

階
で
、
国
の
補
助
と
指
導
を
得
な
が
ら
、
庭

園
や
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
修
理
を
実
施
し
、

一
般
公
開
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

※
汐し

お

入い
り

型け
い

式し
き　
　

海
水
の
干
満
を
利
用
し
て

池
の
景
色
を
変
え
る
庭
園
技
法
。
汐
入
型

式
の
池
を
も
つ
旧
大
名
庭
園
と
し
て
は
、

浜は
ま

離り

宮
き
ゅ
う

恩お
ん

賜し

庭
園
（
東
京
都
）
や
養よ

う

翠す
い

園え
ん

（
和
歌
山
県
）
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

旧
彦
根
藩
松
原
下
屋
敷
の
庭
園
は
淡
水

（
び
わ
湖
の
水
）
を
利
用
し
た
汐
入
型
式
の

手
法
を
用
い
た
、
わ
が
国
唯
一
の
庭
園
で

す
。

対
象
児

３
歳
児
�
平
成
19
年
４
月
２
日
か

ら
同
20
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
幼
児

４
歳
児
�
平
成
18
年
４
月
２
日
か

ら
同
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
幼
児

◆
募
集
人
員

︽
３
歳
児
︾

▽
城
北
幼
稚
園
（
松
原
町
） 

20
人

▽
彦
根
幼
稚
園（
本
町
一
丁
目
）
40
人

　

※
池
州
分
園
を
除
く

▽
佐
和
山
幼
稚
園
（
芹
川
町
） 

20
人

▽
旭
森
幼
稚
園
（
東
沼
波
町
） 

40
人

▽
平
田
幼
稚
園
（
平
田
町
） 

40
人

▽
金
城
幼
稚
園
（
大
藪
町
） 

40
人

▽
城
陽
幼
稚
園
（
日
夏
町
） 

20
人

▽
高
宮
幼
稚
園
（
高
宮
町
） 

20
人

▽
稲
枝
東
幼
稚
園
（
稲
部
町
） 

20
人

︽
４
歳
児
︾

▽
城
北
幼
稚
園
（
松
原
町
） 

35
人

▽
彦
根
幼
稚
園（
本
町
一
丁
目
）
70
人

▽
彦
根
幼
稚
園
池
州
分
園（
池
州
町
）

                         

35
人

▽
佐
和
山
幼
稚
園
（
芹
川
町
） 

70
人

▽
旭
森
幼
稚
園
（
東
沼
波
町
） 

70
人

▽
平
田
幼
稚
園
（
平
田
町
） 

105
人

▽
金
城
幼
稚
園
（
大
藪
町
） 

70
人

▽
城
陽
幼
稚
園
（
日
夏
町
） 

70
人

▽
高
宮
幼
稚
園
（
高
宮
町
） 

70
人

▽
稲
枝
東
幼
稚
園
（
稲
部
町
） 

70
人

応
募
資
格　

本
人
お
よ
び
保
護
者

が
市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

（
平
成
23
年
４
月
１
日
ま
で
に
市
内

に
居
住
す
る
こ
と
が
確
実
な
場
合

を
含
む
）

◆
入
園
申
込
書
の
交
付

期
間　

11
月
15
日
㈪
�
12
月
２

日
㈭
の
午
前
９
時
�
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

場
所　

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
、

ま
た
は

教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
（
尾
末
町
）

◆
入
園
申
込
の
受
付

期
間　

11
月
24
日
㈬
�
12
月
２
日

㈭
の
午
後
１
時
�
同
４
時
（
土
・

日
曜
日
は
除
く
）

場
所　

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園

※
入
園
申
込
書
と
、
連
絡
用
封
筒

（
保
護
者
の
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
、

80
円
切
手
を
は
っ
た
も
の
１
枚
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
園
申
込
書
の
提
出
は
、
入
園

を
希
望
す
る
幼
児
一
人
に
対
し

て
、
市
立
幼
稚
園
１
園
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７

１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０

番

 

平
成
23
年
度

 

市
立
幼
稚
園
入
園
申
込
の
受
付

伝統的工芸品産業技術者　今年度表彰された皆さん

電
気
の
﹁
子
メ
�

タ
�
﹂
を
使
用
し
て

い
る
皆
さ
ん
へ

  

電
気
の「
子
メ
ー
タ
ー
」

と
は
、
貸
し
ビ
ル
・
ア

パ
ー
ト
な
ど
で
一
括
し

て
電
力
会
社
に
支
払
っ

た
電
気
料
金
を
、
各
テ
ナ

ン
ト
な
ど
の
電
気
の
使

用
量
に
応
じ
て
配
分
す

る
た
め
に
用
い
る
、
電
気

計
器
の
こ
と
で
す
。

　
「
子
メ
ー
タ
ー
」
は
、計

量
法
で
有
効
期
限
が
定

め
ら
れ
て
い
て
、
電
気
計

器
前
面
の
丸
形
ラ
ベ
ル

で
確
認
で
き
ま
す
。

こ
の
期
限
を
過
ぎ
た
も

の
は
、
取
り
換
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄

り
の
電
気
工
事
店
や
修

理
事
業
者
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

関
西

地
区
証
明
用
電
気
計

器
対
策
委
員
会
事
務

局
（
日
本
電
気
計
器
検

定
所
関
西
支
社
内
）
☎

06-

６
４
５
１-

２
３

５
５
番

紅
葉
の
名
勝
を
特
別
公
開

　

旧
彦
根
藩
松
原
下
屋
敷
（
お
浜
御
殿
）
庭
園

秋
の
特
別
公
開

公
開
期
間　

11
月
20
日
㈯
�
12
月
５
日

㈰　

期
間
中
無
休

公
開
時
間　

午
前
９
時
�
午
後
４
時

（
入
園
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場
所　

松
原
町
５
１
５
（
彦
根
港
近
辺
）

料
金　

無
料

そ
の
他

●
公
開
は
庭
園
の
み
で
、
建
物
内
は
入

れ
ま
せ
ん
。

●
説
明
が
必
要
な
団
体
は
、
事
前
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
び
わ
湖
側

臨
時
駐
車
場
（
無
料
）
に
駐
車
し
て
く

だ
さ
い
。

●
庭
園
内
で
、
喫
煙
・
飲
食
・
火
気
使

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
飼
い
犬
・
飼
い
猫
は
、
管
理
者
が
責

任
を
持
っ
て
管
理
し
て
入
園
し
て
く

だ
さ
い
。

●
庭
園
内
は
、
便
所
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
彦
根
港
公
衆
便
所
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◀
昨
年
の
庭
園
の
様
子
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ほ
�
と
け
ん
！
淡
海
の

生
き
も
の
の
に
ぎ
わ
い

�
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
・
国
際
生
物
多

様
性
年
記
念
巡
回
展

　

今
年
は
、
国
際
連
合
で
「
国
際

生
物
多
様
性
年
」
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
県
内
で
も
、
こ
の
機
会

に
生
物
多
様
性
へ
の
理
解
を
広
げ

よ
う
と
、
市
町
・
博
物
館
な
ど
で
、

パ
ネ
ル
や
標
本
な
ど
の
巡
回
展
示

を
し
て
い
ま
す
。

　

彦
根
市
で
も
、
中
地
区
公
民
館

と
市
役
所
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

ご
覧
い
た
だ
き
、
生
物
多
様
性
の

市
政
情
報
を
ラ
ジ
オ
で
も

発
信
し
て
い
ま
す

　　

彦
根
市
で
は
、
Ａ
Ｍ

ラ
ジ
オ
と
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

で
、
市
政
情
報
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

　

各
放
送
局
と
放
送
内
容
、
放
送

時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
聞

き
く
だ
さ
い
。

▼
Ｋ
Ｂ
Ｓ
滋
賀
ラ
ジ
オ　

Ａ
Ｍ
１

２
１
５
Ｋ
Ｈ
ｚ

番
組
名
�
番
組
放
送
時
間

①
「
ひ
こ
ね
市
便
り
」　

毎
週
月
�

木
曜
日　

午
後
４
時
25
分
ご
ろ

か
ら
約
３
分
間

〈日時〉12月18日㈯　Aコース= 9：30 ～12：30、Bコース
=13：30 ～16：30（２回開催） 　〈場所〉 男女共同参画セン
ター「ウィズ」 　〈対象〉 市内在住の小学生とその保護者　〈定

員〉  各回15組（申込多数の場合は、公開抽選を行います）　 〈参

加費〉１組 1,600円 （内訳は受講料800円、材料費800円）　〈託

児〉０歳～就学前　※１人200円、要予約　〈申込期限〉11
月30日㈫（必着）　〈申込方法・問い合わせ先〉往復はがき
の往信の裏面に、①受講希望コース ②受講者氏名・ふ
りがな（保護者と子ども） ③在籍小学校・学年 ④郵便番号 
⑤住所 ⑥電話番号（あれば FAX番号も） ⑦託児希望があ
れば、託児する子どもの氏名・ふりがな、生年月日を、
返信の表面に郵便番号、住所、保護者の氏名を書いて、

男女共同参画センター「ウィズ」（〒522-0041 平田町
670）☎ 24-3529（FAX 共用）

〈内容〉①警備技能講習　〈場所〉アーバンホテル草津（草津

市 ） 〈日時〉12月１日㈬～同９日㈭　（土・日曜日を除く７日

間）  9：00～17：00　〈申込期限〉 11月18日㈭（必着）　②ホテ

ル・旅館スタッフ技能講習 〈場所〉 おごと温泉びわ湖花
街道（大津市）、アーバンホテル草津　〈日時〉 平成23年１月17
日㈪～同28日㈮  （土・日曜日を除く10日間）　13：00～17：
0 0 　〈申込期限〉 平成23年１月６日㈭（必着）　〈対象〉①・

②とも滋賀県在住で60歳代前半の再就職希望者　〈定

員〉 ①・②とも各40人（申込多数の場合は、抽選を行います）

〈費用〉①・②とも無料（教材は支給）　〈その他〉 ①・②とも
最終日に、ハローワークと共同で就職面接会を開催しま
す。　〈申込方法・問い合わせ先〉 電話か、FAX・はがきの場
合は、郵便番号、住所、氏名、電話番号、年齢を書いて、㈳
滋賀県シルバー人材センター連合会（〒520-0054 大津

市逢坂１-１-１） ☎ 077-525-4128、FAX077-527-9490

 

　親子手づくりパン教室

〈内容〉彦根市国際交流員といっしょに、簡単にできる
ブラジルのお菓子を作りながら交流を深めます。　〈日

時〉12月11日㈯　13：30 ～ 17：00　〈場所〉 男女共同
参画センター「ウィズ」　調理実習室（平田町）　〈材料費〉

1 ,000 円　〈定員〉 15 人（先着順）　〈申込開始日〉11月18
日㈭〈申込方法・問い合わせ先〉電話で、 市民交流課
☎ 30-6113

彦根市では、冬休み期間中も、放課後児童クラブを開設し
ます。利用を希望する人はお申し込みください。　〈開設日〉

12月24日㈮、同27日㈪、同28日㈫、平成23年１月４日㈫～
同６日㈭の8：30 ～18：30（６日間）　〈対象〉仕事などのた
め、昼間に保護者が保育できない、原則小学１～３年生の児
童　※定員を超えている放課後児童クラブでは、募集を行い
ません。募集の有無は、 子育て支援課か、各放課後児童
クラブにお問い合わせください。　〈利用料〉 一人3,000円

〈申込方法〉入会申込用紙に必要事項を記入し、就労証明書
を添付のうえ、各放課後児童クラブに申し込んでください。

〈申込用紙配布場所〉 市内各放課後児童クラブ　〈申込用紙

配布開始日〉 11月17日㈬　〈申込期限〉 11月29日㈪　〈問い

合わせ先〉 子育て支援課☎ 23-9597、FAX26-1768

糖尿病の患者さんは、自分の病気について理解を深めること
によって、治療効果を高めることにつながります。患者さん本
人だけでなく、家族や糖尿病に関心のある人も参加してくだ
さい。　〈日時〉 12月10日㈮　13：30 ～16：30　〈内容・講

師〉 ①糖尿病合併症自覚症状・出たときには重症化～腎不全
になる前に～ （糖尿病看護認定看護師）　②今日からできる糖
尿病の食事のコツ～年末年始の対策～（管理栄養士）　③あな
たの目は大丈夫！？えっ糖尿病って失明するの！？（眼科医師）

④運動のすすめ～始めよう第一歩、進めようもう一歩～（理学

療法士）　〈場所〉市立病院３階　講堂（八坂町）　〈参加費〉 

無料　〈問い合わせ先〉市立病院外来１ブロック☎22-6050
（内線1302）※問い合わせは、月～金曜日の13：00 ～17：
00にお願いします。FAX26-0754

〈日時〉12月12日㈰　9：00 ～ 12：00（雨天決行）　〈場

所〉 彦根総合地方卸売市場（安食中町）　〈出店料〉１ブース
500円　〈募集出店数〉 35ブース　〈申込期限〉 11月30日
㈫　〈その他〉彦根総合地方卸売市場の「日曜市」の会場
内で開催します。　〈申込方法・問い合わせ先〉直接、リ
サイクルステーションで申し込むか、往復はがきの往信
の裏面に郵便番号、住所、氏名、電話番号、出店品目、
人数、出店希望日を、返信の表面に郵便番号、住所、氏
名を書いて、リサイクルステーション（〒 522-0088 銀座

町４-19、受付時間 10：00 ～ 16：00、木・日曜日、祝日は休

み）☎ 26-4810（FAX 共用）

 

　冬休み期間中（年末）の放課後児童クラブ

 

　ひこねエコマーケット「夢畑」

　彦根市立病院の糖尿病教室（後期）

 

　ブラジル料理教室

 

　再就職・就業支援　シニア対象「講習会」

重
要
性
に
つ
い
て
考
え
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ま
せ

ん
か
。
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２
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自宅で簡単！
生ごみリサイクルをしてみませんか

　家庭などから出る生ごみは、重量比でごみの排出量

の約３割を占めています。ごみの減量化を進めるうえ

で、生ごみのリサイクルは重要な取り組みです。生ご

みは、水分が多いため、焼却に適したごみとはいえま

せん。生ごみは、堆肥化や飼料化などにより、再生利

用することができる資源です。

　そこで彦根市では、生ごみ処理機（電気式と、かくは

ん式）を購入した人への補助金制度を設けています。購

入金額が 45,000円未満の場合は３分の１（100 円未満切

捨）、45,000円を超える場合は 15,000円の補助が受けら

れます。

　貴重な資源を有効に活用するためにも、生ごみの減

量化・リサイクルを進めましょう。詳しくは、お問い

合わせください。

問い合わせ先　 生活環境課☎30-6116、FAX27-0395

　

　滋賀県では、環境保全意識の高揚を目的と

して、12月１日を「環境美化の日」と定めて

います。

　この「環境美化の日」にあわせて、県内各

地で清掃活動が行われます。彦根市では、次

の日程で開催します。ぜひ、皆さんも参加し

てください。

日時　12月４日㈯　9：00 ～（小雨決行。雨天

中止の場合は、7：00 に決定）

受付場所　ひこね市文化プラザ　駐車場西側
（野瀬町）

受付時間　8：15 ～ 8：30

開会式開始時間　8：30

清掃場所　犬上川左岸の国道８号から犬上川

橋までと、右岸の春日大橋から犬上川橋ま

で

注意事項　活動に適した服装で、タオル、飲

み物、雨具、軍手をお持ちください。回収

袋などは準備します。

　　なお、参加者は、ボ

ランティア保険に加入

します。

問い合わせ先　 清掃

センター☎ 22-2734、

FAX24-7787

②
「
官
公
庁
便
り
」　

毎
週
金
曜
日

午
後
４
時
22
分
ご
ろ
か
ら
約
３

分
間

▼
エ
フ
エ
ム
滋
賀 (

ｅ-

ｒ
ａ
ｄ
ｉ

ｏ)　
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Ｍ
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・
０
Ｍ
Ｈ
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番
組
名
�
番
組
放
送
時
間

　
「
イ
ン
フ
�
メ
ー
シ
�
ン
彦
根
」

　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
の
午
前

８
時
45
分
ご
ろ
か
ら
約
２
分
間

▼
エ
フ
エ
ム
ひ
こ
ね　

Ｆ
Ｍ
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・

２
Ｍ
Ｈ
ｚ

番
組
名
�
番
組
放
送
時
間

　
「
ラ
ジ
オ
広
報
ひ
こ
ね
」

　

毎
週
月
�
金
曜
日
の
朝
（
午
前

７
時
ご
ろ
か
ら
）、
昼
（
午
後
１

時
５
分
ご
ろ
か
ら
）、
夕
（
午
後

６
時
ご
ろ
か
ら
）
の
３
回
放
送

し
、
各
５
分
間
ず
つ
放
送

※
エ
フ
エ
ム
ひ
こ
ね
で
は
、
上
記

放
送
以
外
に
、市
立
病
院
の
「
こ

こ
ろ
と
体
の
放
送
室
」、「
消
防

署
だ
よ
り
」、
文
化
財
を
紹
介
す

る
「
わ
が
ま
ち
文
化
財
」
な
ど
、

市
政
に
関
す
る
情
報
を
放
送
し

て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
食
中
毒
警
報
の
発
令

情
報
や
災
害
な
ど
の
警
戒
情
報

な
ど
、
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た

い
情
報
が
あ
る
場
合
は
、
毎
時

00
分
か
ら
情
報
提
供
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、緊
急
情
報
は
、時

間
に
関
係
な
く
お
伝
え
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

情
報
政
策
課

広
報
係
☎
30-

６
１
０
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

県下一斉清掃のお知らせ
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ニ
コ
ニ
コ
顔
の

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　

稲い
な

野の　

絢け
ん

真し
ん

さ
ん
（
若
葉
小
学
校
５
年
）

　

ぼ
く
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
九
十
五

才
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
足
で
、歩
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
ベ
ッ
ド
の
中
で
、
ず
っ
と
ね

て
す
ご
し
て
い
ま
す
。
今
は
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
う
け
て
、
お
風
呂
に
入
れ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
最
初
は
、
知
ら
な
い
人
に
お
風

呂
に
入
れ
て
も
ら
う
の
は
、
い
や
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
で
も
、
自
分
の
体
を
ひ
と
り
で
は

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、
今
で
は
、

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
子
ど
も
で

あ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
ご
飯
を
食
べ
さ
せ

て
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
時
々

「
む
す
め
が
い
る
か
ら
、
よ
ん
で
き
て
ほ
し

い
。」

と
か
、
昔
の
友
だ
ち
だ
っ
た
人
の
名
前
を

言
っ
て
、

「
あ
そ
び
に
き
た
ん
か
。」

と
言
っ
た
り
し
ま
す
。ぼ
く
は
、ひ
い
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
、
か
な
り
の
高
れ
い
な
の
で
、
わ

す
れ
る
こ
と
や
記
憶
が
と
ん
で
し
ま
う
こ
と

が
多
く
な
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
で
き
る
だ
け
、
た
く
さ
ん
会
い
に
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
ぼ
く
と
い
う
ひ
ま
ご
の

こ
と
、
名
前
を
わ
す
れ
な
い
よ
う
に
、
大
き

な
声
で
、
耳
元
で
、

「
け
ん
し
ん
や
で
。」

と
、
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
続
け
て

い
る
の
で
、
ぼ
く
が

「
こ
れ
は
誰
。」

と
聞
く
と
、
す
ぐ
に

「
け
ん
し
ん
や
。」

と
答
え
て
く
れ
ま
す
。涙
が
で
る
ぐ
ら
い
、う

れ
し
い
こ
と
で
す
。

　

年
を
と
る
と
、体
も
不
自
由
に
な
り
、自
分

の
や
り
た
い
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。
本
当
に
と
て
も
つ
ら
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
ぼ
く
は
、
少
し
で
も
そ

の
つ
ら
さ
が
、
軽
く
な
る
よ
う
に
、
ひ
い
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
、
そ

の
時
間
が
楽
し
く
な
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
と

思
っ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
ひ
い
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
好
き
な
話
ば
か
り
は
で
き
な
い
け

ど
、
ゆ
い
一
、
す
も
う
の
話
は
、
ニ
コ
ニ
コ

で
す
。

「
白
ほ
う
は
、
強
い
な
あ
。」

と
、
と
て
も
い
い
顔
を
し
て
、
話
を
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、
ぼ
く
の
心
も
雲
が

晴
れ
た
よ
う
に
、
パ
ア
ー
と
明
る
く
な
り
ま

す
。
ぼ
く
の
で
き
る
こ
と
は
、
と
て
も
小
さ

な
こ
と
で
す
。
で
も
、
ニ
コ
ニ
コ
顔
の
ひ
い

　
　
　
　
　

選　
　

評

　

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
を
願
う
気
持

ち
が
よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
と
っ
て
は
、
共
通
の
話
題
で
お
話
が
で
き

る
こ
と
が
、
何
よ
り
の
楽
し
み
な
の
で
し
ょ
う
。

普
段
の
何
気
な
い
会
話
で
も
、
相
手
を
笑
顔
に

し
よ
う
と
心
が
け
る
こ
と
が
家
族
の
絆
を
深

め
ま
す
。
家
族
の
笑
顔
の
た
め
に
、
今
自
分
に

何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
実
行
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

学年は
応募時の
ものです

ぼ
く
の
自
ま
ん
の
両
親

　
　
　
　
　
　
　

西に
し

﨑ざ
き　

将
し
ょ
う

さ
ん
（
城
陽
小
学
校
５
年
）

　
「
お
ー
い
、
ご
は
ん
で
き
た
ぞ
ー
。」

と
、
父
さ
ん
の
声
が
す
る
。
ぼ
く
は
い
つ
も

こ
の
声
を
待
っ
て
い
る
。
母
さ
ん
は
仕
事
で

帰
り
が
お
そ
い
。
だ
か
ら
、
ぼ
く
の
家
で
は
、

毎
ば
ん
父
さ
ん
が
夜
ご
は
ん
を
作
っ
て
く
れ

る
。

　

父
さ
ん
は
車
を
作
る
仕
事
を
し
て
い
る
。

去
年
ま
で
仕
事
の
つ
ご
う
で
、
兵
庫
で
一
人

暮
ら
し
を
し
て
い
た
。
家
事
は
何
で
も
で
き

る
。
だ
か
ら
、
ぼ
く
に
と
っ
て
、
父
さ
ん
が

家
事
を
す
る
の
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
の
よ

う
に
感
じ
て
い
た
。

　

父
さ
ん
は
、
家
族
の
た
め
に
仕
事
に
行
っ

て
い
る
。
仕
事
か
ら
帰
る
と
ぼ
く
た
ち
家
族

の
た
め
に
ご
飯
を
作
っ
て
く
れ
る
。
他
に
も
、

洗
た
く
、
皿
洗
い
な
ど
も
全
部
父
さ
ん
が

や
っ
て
く
れ
る
。

　

母
さ
ん
は
、
毎
日
お
そ
く
ま
で
働
い
て
い

る
。
毎
日
九
時
半
に
帰
っ
て
く
る
。
仕
事
が
早

く
お
わ
る
と
ご
飯
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
。
休

み
の
日
に
は
、
ど
こ
か
に
つ
れ
て
い
っ
て
く

れ
る
。

　

人
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
が
ん
ば
っ
て
い

る
。
父
さ
ん
や
母
さ
ん
は
会
社
で
つ
ら
い
仕

事
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
ぼ
く
た
ち
が
知
ら

な
い
だ
け
。

　

考
え
て
み
る
と
、
父
さ
ん
も
母
さ
ん
も
休

む
時
間
が
あ
ま
り
な
い
の
だ
。
こ
の
事
を
知

る
と
、
何
も
し
て
い
な
い
自
分
が
な
さ
け
な

く
な
っ
て
き
た
。

　

ぼ
く
が
や
れ
る
こ
と
は
何
か
。
父
さ
ん
、

母
さ
ん
家
族
の
た
め
に
や
れ
る
こ
と
は
何
か
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
。

　

父
さ
ん
と
母
さ
ん
と
ぼ
く
の
一
日
に
使
え

る
自
由
時
間
を
考
え
る
と
、
ぼ
く
が
九
時
間
、

母
さ
ん
は
六
時
間
、
父
さ
ん
は
四
時
間
だ
っ

た
。

　

こ
の
九
時
間
で
ぼ
く
は
何
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
九
時
間
あ
れ
ば
、
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

宿
題
も
お
ふ
ろ
も
終
わ
ら
せ
る
。
自
分
の
こ

と
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ぼ
く
は
、
五
年
生
に
な
っ
て
、
家
庭
科
の

学
習
を
し
た
。
か
ん
た
ん
な
調
理
や
さ
い
ほ

う
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
父
さ
ん
の
代

わ
り
に
夜
ご
は
ん
を
作
っ
た
り
、
お
ふ
ろ
を

わ
か
し
た
り
で
き
る
は
ず
だ
。

　

今
、
母
さ
ん
の
よ
う
に
女
性
の
社
会
進
出

が
進
み
、
昔
と
比
べ
る
と
女
の
人
も
社
会
に

出
て
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
家

事
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
女
性
が
や
る
こ

と
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
友
達
に
聞
い
て
み
て
も
、
や
は
り
母
親

が
や
る
こ
と
が
多
い
ら
し
い
。
父
親
が
や
る

こ
と
は
少
な
い
ら
し
く
、あ
る
と
し
て
も
、母

親
に
何
ら
か
の
事
情
が
な
い
限
り
、
父
親
は

や
ら
な
い
の
だ
そ
う
だ
。

　

だ
か
ら
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
家
事
を
し

て
く
れ
る
父
さ
ん
は
、
ぼ
く
の
自
ま
ん
で
あ

る
。
仕
事
で
い
そ
が
し
い
母
さ
ん
を
父
さ
ん

が
支
え
て
い
る
。
母
さ
ん
も
そ
ん
な
父
さ
ん

に
す
ご
く
感
謝
し
て
い
る
と
思
う
。

　

ぼ
く
も
父
さ
ん
や
母
さ
ん
に
は
、
す
ご
く

感
謝
し
て
い
る
。
父
さ
ん
と
母
さ
ん
が
い
な

か
っ
た
ら
、
ぼ
く
は
、
今
ま
で
生
き
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。

　

ぼ
く
は
こ
れ
か
ら
は
、
父
さ
ん
や
母
さ
ん

の
役
に
立
て
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
。
そ

し
て
、父
さ
ん
の
よ
う
に
、男
だ
か
ら
女
だ
か

ら
と
か
気
に
せ
ず
、
ま
っ
す
ぐ
な
人
に
な
っ

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

選　
　

評

　

感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
、
支
え
合

い
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
温
か
い
家
族
の
姿

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
男
だ
か
ら
女
だ
か
ら

と
い
っ
た
こ
と
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
家
族

の
一
員
と
し
て
自
分
が
役
に
立
て
る
こ
と
を

進
ん
で
行
お
う
と
す
る
強
い
思
い
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
が
ん
ば
っ
て

く
れ
て
い
る
人
に
感
謝
す
る
心
を
大
切
に
し
、

「
ま
っ
す
ぐ
な
人
」
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

若わ
か

林ば
や
し　

美み

織お
り

さ
ん
（
城
西
小
学
校
５
年
）

中な
か

野の　

威
た
け
し

さ
ん
（
日
夏
町
）

   

認
め
よ
う

  

一
人
一
人
の

　

差
は
個
性

原は
ら　

賢さ
と

士し

さ
ん
（
佐
和
山
小
学
校
６
年
）

  

笑
顔
の
下

  

か
く
れ
た
サ
イ
ン

  

受
け
止
め
て

野や

洌す　

令れ
い

子こ

さ
ん
（
古
沢
町
）

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
、
少
し
で
も
長
く
過
ご
せ

る
よ
う
に
、
精
一
杯
、
ぼ
く
が
や
れ
る
こ
と

を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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※駐車場での駐車時間は、30 ～ 40 分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

12月前半

１日㈬

２日㈭

３日㈮

６日㈪

７日㈫

８日㈬

９日㈭

10日㈮

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、野瀬、

海瀬、三津屋

里根、外、幸、城町一丁目、栄町一丁目、池州、開出今団地（第

１・３部）、八坂、八坂北、西今、宇尾、須越

芹川（南、大仏、千鳥ヶ丘）、山之脇、大藪、小泉（開出）、

開出今蔵の町団地、八坂東団地、竹ケ鼻、宇尾

芹川（北、千鳥ヶ丘）、原（原西団地）、地蔵（湖上平団地）、

後三条（下）、開出今、宇尾、清崎（西、清崎団地）

中央（第２・３部）、立花、大橋、元岡、沼波、西沼波（東部）、

中藪一丁目、開出今、竹ケ鼻、正法寺（太平団地）、賀田山（大

山、小山、茂賀、小田部）、宇尾

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、金亀、尾末、

中藪、長曽根、城町二丁目、栄町二丁目、馬場一丁目、馬場

二丁目、正法寺（太平団地）、開出今、彦富（笹田団地を除く）、

金沢（林、中下、長江）、清崎（東、西）

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、

和田、長曽根南、平田（西、北）、戸賀、小泉、開出今、甘呂、

彦富（笹田団地を除く）

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後

三条（上）、岡、東沼波     、平田（南、中）、小泉、甘呂、彦富（笹

田団地を除く）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【12月前半】

２日㈭

３日㈮

１日㈬

４日㈯

７日㈫

８日㈬

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA 東 び わ こ 鳥 居 本 支 店 駐 車 場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
W A っ と ね す 春 日

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

９日㈭

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１0日㈮
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００

図書館休館日（12月前半）

６日㈪、13日㈪

第
９
回

 

議
場
コ
ン
サ
�
ト
を
行
い
ま
す

　

平
成
22
年
11
月
定
例
会
の
開
会
日
に
、
議
場
で
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
、
午
前

９
時
か
ら
、
平
成
22
年
11
月
定
例
会
の
本
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
傍
聴
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時　

11
月
29
日
㈪　

午
後
１
時
�

場
所　

彦
根
市
議
会　

議
場
（
彦
根
市
役
所
５
階
）

出
演　

女
声
合
唱　

彦
根
水
す
ま
し

曲
目　

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ　

な
ど

そ
の
他　

入
場
は
無
料
で
す
。
当
日
、
議
場
に
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

議
会
事
務
局
☎
30-

６
１
３
０

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

０
９
０
６
番

意見公募手続制度
結果のお知らせ

 彦根市総合計画（答申） 

 彦根市国土利用計画（答申）

 意見の件数 ０件

 問い合わせ先　 企画課

　　☎ 30-6101、FAX22-1398



10広報ひこね　平成 20 年 10 月 15 日広報ひこね　平成 22 年 11 月 15 日11 広報ひこね　平成 22 年 11 月 15 日

山や
ま

本も
と

京
き
ょ
う

太た

朗ろ
う

ち
ゃ
ん

︵
下
稲
葉
町
︶

若わ
か

林
ば
や
し

明あ

希き

奈な

ち
ゃ
ん

︵
松
原
二
丁
目
︶

武た
け

田だ

遼
り
ょ
う

太た

郎ろ
う

ち
ゃ
ん

︵
稲
部
町
︶

　
「
私
の
幸
せ
は
、
み
ん
な
の
幸
せ
。
み
ん

な
の
幸
せ
は
私
の
幸
せ
！
」

　

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
、
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
住
み
よ
い
社
会
の
実
現
を
目
標

に
し
て
、女
性
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。
手
話
通
訳
を
行

い
ま
す
。

日
時　

12
月
４
日
㈯　

午
後
１
時
15
分
�

同
４
時

場
所　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ　

エ
コ
ー

ホ
ー
ル
（
野
瀬
町
）

テ
�
マ　

認
め
あ
い　

共
に
生
き
る　

人

権
尊
重
の
確
か
な
実
践
を

内
容

▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
研
修
報
告「
ね
�
、ち
ょ
っ
と
聞
い
て
！
」

▼
講
演　

  

「
ち
が
い
を　

認
め
合
う
た
め
に
」

　

講
師　

金き
む　

慶
き
ょ
ん

子じ
ゃ

さ
ん

　
（
伊
丹
市
人
権
教
育
指
導
員
、
伊
丹
市
社
会

教
育
委
員
の
会　

会
長
）

託
児　

11
月
30
日
㈫
ま
で
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

託
児
の
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

女
性
の

つ
ど
い
事
務
局
（

教
育
委
員
会
人
権
教

育
課
内
）
☎
24-

７
９
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

23-

９
１
９
０
番

差
別
を
な
く
し
人
権
を
尊
ぶ

あ
な
た
と
私
の
つ
ど
い

ひこね元気計画21
推進中！
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織
田
信
長
の
近
江
侵
攻

　

江
北
の
京
極
氏
・
浅
井
氏
と
江
南
の

六
角
氏
が
三
つ
巴

ど
も
え

の
争
い
を
展
開
す
る

中
で
、
境
目
に
位
置
し
た
佐
和
山
は
し

ば
し
ば
３
者
の
攻
略
の
目
標
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
近
江
に
、
永え

い

禄ろ
く

11

年
（
１
５
６
８
）
９
月
、岐
阜
を
本
拠
と

す
る
織
田
信
長
が
京
を
目
指
し
て
侵
攻

し
て
き
ま
し
た
。
信
長
は
近
江
侵
攻
に

先
立
っ
て
浅
井
長な

が

政ま
さ

と
手
を
結
び
、
妹

お
市い

ち

を
長
政
に
輿こ

し

入い

れ
さ
せ
て
近
江
に

侵
攻
の
足
場
を
作
り
、
一
気
に
六
角
氏

の
箕み

作
つ
く
り

山や
ま

城
と
観
音
寺
城
を
攻
め
ま

す
。
箕
作
山
城
は
即
日
、
観
音
寺
城
は

翌
日
に
落
城
。
六
角
承

じ
ょ
う

禎て
い

は
甲
賀
へ
敗

走
し
て
、
再
び
観
音
寺
城
に
戻
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
さ
し
た
る
苦
も
な
く
近

江
を
制
圧
し
、
岐
阜
か
ら
京
都
ま
で
の

通
路
を
確
保
し
た
か
に
み
え
た
信
長
で

し
た
が
、
そ
の
反
動
は
早
々
に
や
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
ず
、
信
長
の
支
援
に
よ

り
将
軍
の
地
位
に
つ
い
た
足あ

し

利か
が

義よ
し

昭あ
き

が
、

や
が
て
毛
利
・
朝
倉
・
武
田
・
石
山
本

願
寺
な
ど
と
手
を
結
ん
で
信
長
に
抗
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
信
長
と
義
昭
の

間
に
は
一
時
期
調
停
が
成
立
し
、
元げ

ん

亀き

元
年
（
１
５
７
０
）
４
月
、
信
長
は
朝あ

さ

倉く
ら

義よ
し

景か
げ

を
討
つ
た
め
越
前
（
福
井
県
）

に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
予
想
外
の

敵
が
背
後
に
出
現
し
ま
す
。
妹
婿む

こ

浅
井

長
政
が
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
た
の
で
す
。

腹
背
に
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た

信
長
は
、
決
死
の
脱
出
行
を
試
み
、
朽く

つ

木き

越ご

え
で
京
都
に
逃
げ
帰
り
、
そ
の
後
、

千ち

種く
さ

越ご

え
に
よ
り
、
や
っ
と
の
思
い
で

岐
阜
ま
で
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
信
長

は
、
入
京
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
近
江
を
軽

ん
じ
過
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
り
ま
し
た
。

姉
川
の
合
戦

　

近
江
の
統
治
を
改
め
て
や
り
直
す
べ

く
、
体
勢
を
立
て
直
し
た
信
長
が
、
徳

川
家
康
と
連
合
し
、
近
江
に
向
か
っ
て

再
び
侵
攻
を
開
始
し
た
の
は
元
亀
元
年

６
月
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る

浅
井
長
政
は
、
越
前
の
朝
倉
義
景
の
応

援
を
受
け
、
姉
川
流
域
で
一
大
決
戦
を

展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
姉
川

の
合
戦
で
す
。
激
戦
９
時
間
に
お
よ
ん

だ
と
い
う
こ
の
戦
い
は
、
織
田
・
徳
川

方
の
勝
利
に
帰
し
ま
す
。
敗
れ
た
浅
井
・

朝
倉
勢
は
、
北
の
小
谷
城
、
南
の
佐
和

山
城
に
分
か
れ
て
逃
げ
込
み
、
再
起
を

計
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

佐
和
山
籠
城
戦

　

一
方
、
信
長
勢
は
、
横よ

こ

山や
ま

城
（
長
浜

市
）
に
木
下
秀
吉
を
配
し
て
北
の
小
谷

城
に
備
え
る
と
と
も
に
、
南
の
佐
和
山

城
に
対
し
て
は
、東
の
百ど

々ど

屋
敷
（
丸
山

城
）
に
丹に

羽わ

長な
が

秀ひ
で

、
北
の
山
（
物む

生し

山や
ま

）

に
市い

ち

橋は
し

長な
が

利と
し

、
南
の
山
（
里
根
山
）
に
水み

ず

野の

信の
ぶ

元も
と

、
そ
し
て
彦
根
山
に
河か

わ

尻じ
り

秀ひ
で

隆た
か

を
そ
れ
ぞ
れ
布ふ

陣じ
ん

さ
せ
て
動
き
を
封
じ

込
め
る
方
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
、
佐
和
山
城
に
籠
城
し
た
の

は
、永
禄
４
年
（
１
５
６
１
）
以
降
、浅

井
長
政
よ
り
佐
和

山
城
を
預
か
っ
て

き
た
磯い

そ

野の

員か
ず

昌ま
さ

を

中
心
に
、
旧
坂
田

郡
内
の
土ど

豪ご
う（

村
々

に
本
拠
を
置
く
武

士
）
今
井
氏
・
嶋

氏
・
河
口
氏
・
井

戸
村
氏
な
ど
で
し

た
。
彼
ら
は
籠
城

に
際
し
て
七
ヶ
条

の
定

さ
だ
め

書が
き

を
交か

わ
し

て
家か

中ち
ゅ
う

の
結
束
を

固
め
、
翌
年
２
月

ま
で
の
約
８
か
月

間
に
わ
た
っ
て
奮

戦
し
ま
し
た
。
長

期
に
お
よ
ん
だ
籠

城
で
城
中
の
食
糧
・

武
器
と
も
に
尽
き

果
て
、
長
政
へ
の

援
軍
要
請
も
員
昌

に
逆
心
あ
り
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ

ず
、
な
す
術
を
失
っ
た
員
昌
は
つ
い
に

信
長
に
降
伏
し
、
佐
和
山
城
を
開
け
渡

し
ま
し
た
。
信
長
の
下
に
降
っ
た
員
昌

は
彼
か
ら
高
島
郡
を
与
え
ら
れ
、
佐
和

山
城
に
は
信
長
の
重
臣
丹
羽
長
秀
が

入
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文

化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

５
８
９
９
番
、
Ｅ
メ
ー
ル: 

bunkazai@
m

x.hikone.ed.jp 

◀
佐
和
山
籠
城
戦
配
置
図


